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四
季
を
楽
し
め
る
亀
山
に

北
西
側
斜
面
の
杉
林
を
改
善

　

越
前
1
黍
野
城
泡
あ
回
亀
山
は
、
観
光
名
所
の
一
つ
と
し
て
、

ま
5
市
民
晦
憩
㈲
禰
場
S
G
て
も
多
く
の
人
た
ち
に
利
用
さ
れ

S
㈲
ま
曲
。
市
ｓ
ほ
、
i
の
亀
山
の
保
全
と
周
辺
か
ら
の
景
観

ぬ
表
守
屈
9
隅
眺
望
改
善
な
ど
を
目
的
に
、
「
亀
山
環
境
改
善

事
業
I
I
I
M
I
M
M
I
＾
。

歴
史
的
財
産
で
自
然
の
宝
庫

　

亀
山
は
、
標
高
二
四
九
い
い
、
面
積
一
一
・

四
～
八
で
、
全
体
が
「
史
跡
越
前
大
野
城
」
と

し
て
県
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
鳥
獣
保
護
区
に
も
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
亀
山
全
体
が
大
野
の
歴
史
を
伝
え

る
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
多
様
な
動
植
物
が

生
息
す
る
自
然
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
亀
山
と
、
そ
の
頂
土
に
建
つ
越
前
大
野
城

（
昭
和
四
上
三
年
に
復
元
）
は
、
ま
ち
な
か

観
光
の
名
所
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

お
城
が
見
え
に
く
い

　

最
近
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
財
産
で
あ
る
亀
山
の
保
全
と
と
も

に
、
亀
山
周
辺
か
ら
の
景
観
や
お
城
の
天
守

閣
か
ら
の
眺
望
な
ど
に
つ
い
て
改
善
を
望
む

声
が
、
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
亀
山
北
西
側
は
、
杉
林
で
城

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

亀
山
北
西
側
斜
面
の
杉
林
は
、
昭
和
三
上

年
か
ら
三
上
五
年
に
か
け
植
林
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
植
林
事
業
で
、
三
・
二
し
の
面

積
に
約
六
千
本
の
杉
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
造
林
保
育
事
業
と
し
て
間
伐
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
木
の
成
長
と
と

も
に
、
枝
の
張
り
な
ど
で
内
部
が
暗
く
、
景

観
的
に
良
好
と
は
い
え
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

杉
の
除
伐
と
広
葉
樹
の
植
樹

　

今
回
行
わ
れ
る
環
境
改
善
事
業
は
、
こ
の

亀
山
北
西
側
斜
面
の
杉
林
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
す
。
動
植
物
の
成
育
や
生
息
に
適
し
た
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
周
辺
か
ら
お
城
が
見

や
す
く
、
四
季
の
変
化
が
楽
し
め
る
亀
山
に

す
る
こ
と
を
事
業
の
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
事
前



に
専
門
家
に
よ
る
現
況
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
な
ど
を
基
に
、
文
化
財

保
護
委
員
や
観
光
協
会
な
ど
の
団
体
代
表
者

十
五
人
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
で
、
自
然

環
境
へ
の
影
響
や
景
観
な
ど
に
つ
い
て
検
討

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
杉
林
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

や
ケ
ヤ
キ
の
群
落
と
ニ
リ
ン
ソ
ウ
や
ス
ミ
レ

な
ど
の
春
植
物
の
生
育
区
域
を
除
く
、
約

二
・
三
レ
の
区
域
で
、
杉
の
除
伐
や
枝
打
ち

な
ど
を
行
い
、
杉
を
除
伐
し
た
あ
と
に
は
広

葉
樹
を
植
樹
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
中
の
実
施
内
容

　

亀
山
と
事
業
の
計
画
区
域
を
示
す
、
下
の

図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度
は
、
北
西
斜

面
の
お
城
に
近
い
約
〇
・
三
レ
の
区
域
で
約

百
二
十
本
の
杉
を
除
伐
し
ま
す
。
残
り
の
約

二
。
〇
‐
で
は
、
杉
の
枝
打
ち
と
ク
ズ
な
ど

の
つ
る
切
り
を
行
い
ま
す
。
実
施
は
、
二
月

下
旬
か
ら
三
月
中
旬
に
か
け
て
行
な
い
ま

す
。

平
成
十
二
年
度
の
計
画

　

平
成
十
二
年
度
は
、
杉
を
除
伐
し
た
あ
と

に
広
葉
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。
こ
の
植
樹

で
は
、
亀
山
の
地
域
的
特
性
を
重
視
し
な
が

ら
、
都
市
公
園
と
し
て
の
景
観
に
も
配
慮
し

て
い
き
ま
す
。
現
在
、
亀
山
公
園
周
辺
や
市

内
に
自
生
し
て
い
る
コ
ブ
シ
や
モ
ミ
ジ
な
ど

の
広
葉
樹
を
選
定
の
対
象
と
し
て
、
検
討
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
林
務
課
林
業
振
興

　

係
（
豊
6
6
．
1
1
1
1
内
線
3
2
1
）

9
9
市
政
1
0
大
ニ
ュ
ー
ス
決
定

第
1
位
は
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設

「
平
成
大
野
屋
」
オ
ー
プ
ン

　

皆
さ
ん
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
9
9
大
野
市
政
1
0
大
ニ
ュ

ー
ス
の
投
票
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
投
票
総
数
は
、
5
7
0
票

で
、
見
事
に
1
0
項
目
を
的
中
し
た

人
は
1
0
人
で
す
。

　

順
位
と
得
票
数
は
、
次
の
通
り

で
す
。
多
数
の
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
位
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設

　
　

「
平
成
大
野
屋
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
0
9
票
）

2
位
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
9
9
福
井

　
　

卓
球
交
流
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
4
8
4
票
）

3
位
「
J
A
テ
ラ
ル
越
前
」

　
　

発
足
（
4
7
0
票
）

4
位
「
株
式
会
社
平
成
大
野
屋
」

　
　

創
立
（
4
4
6
票
）

5
位
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　
　
　
　
　

（
4
1
9
票
）

6
位
亀
山
周
辺
整
備
の
方
向
性

　
　

を
発
表
（
4
1
3
票
）

7
位
健
康
保
養
施
設
の
愛
称

　
　
　

「
あ
っ
宝
ん
ど
」
に
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
9
6
票
）

8
位
青
島
工
業
団
地
進
出
の
二

　
　

チ
コ
ン
富
田
工
場
操
業
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
8
6
票
）

9
位
中
部
縦
貫
自
動
車
道
中
心

線
測
量
で
路
線
標
識
設
置

　
　
　
　
　
　

（
3
8
2
票
）

1
0
位
都
市
景
観
条
例
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
5
3
票
）

1
0
項
目
的
中
者

臼
井
五
月
さ
ん
（
上
野
）

北
山
恵
さ
ん
（
牛
ヶ
原
）

酒
井
律
偉
さ
ん
（
中
野
町
I
）

清
水
清
隆
さ
ん
（
中
津
川
）

杉
本
武
夫
さ
ん
（
田
野
）

瀧
波
武
利
さ
ん
（
中
野
町
1
）

土
本
佳
恵
さ
ん
（
牛
ヶ
原
）

寺
西
啓
子
さ
ん
（
友
兼
）

平
鍋
金
一
さ
ん
（
春
日
2
）

山
本
健
さ
ん
（
陽
明
町
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
0
音
順
）

　

的
中
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
記
念

品
を
進
呈
し
ま
し
た
。

C哨翔旨胴iS謳X部蛤】



平成11年12月末現在の

市蜀家計簿です

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
十
一
年
十
二
月
末
現
在

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
の
台

所
事
情
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

「
力
強
く
・
や
さ
し
く
・
美
し
い

大
野
」
実
現
に
向
け
、
当
面
す
る
諸

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、
効

率
的
配
分
を
基
本
に
、
教
育
福
祉
の

充
実
や
地
域
経
済
回
復
へ
の
寄
与
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
十
月
に
観
光
拠
点
施
設

「
平
成
大
野
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

十
一
月
に
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
保
養
施
設

「
あ
っ
宝
ん
ど
」
の
建
設
や
本
願
清

水
イ
ト
ヨ
生
息
地
整
備
な
ど
の
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

北
部
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
の

工
事
が
、
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

平
成
十
年
十
二
月
に
「
北
部
第
三
土

地
区
画
整
理
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、

事
業
の
完
了
は
、
平
成
1
六
年
度
の

予
定
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
行
動
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
始

ま
っ
た
「
高
齢
者
外
出
促
進
支
援
事

業
」
は
、
助
成
の
申
し
込
み
が
多
く
、

当
初
百
六
十
万
円
の
予
算
で
し
た

が
、
最
終
的
に
六
百
五
十
三
万
四
f

円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

÷万般会｜計

　

普通一般の歳入・歳出を経理する会計で、土木費、教育費、

民生費など市の基本的な経費が計上されています。

歳入予算現額192億4，772万4千円・収入済額110億2，338万2千円

歳出予算現額192億4，772万4千円・支出済額104億6，594万8千円

注：予算現額とは、予算額に前年度からの繰越金を加えたものです。



T特万別T会箆 市が特定の事業を行うときに、一般会計と区分して経理

し、その特殊性を明らかにするため設けられています。

奎罠葦計

市税め会収入状会溌

単位：千円

予算現額 収入済額

市民税 1．554．665 1．296，056

固定資産税 1．877．430 1，457，077

軽自動車税 64，778 65，389

たばこ税 216，266 159．813

特別土地保有税 127 27

入湯税 202 215

都市計画税 159．501 128，443

合計 3，872，969 3，107，020

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
・
老
人
保

健
事
業
で
は
、
医
療
費
の
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
国

民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
薬
草
風

呂
開
放
や
人
間
ド
ッ
ク
補
助
な
ど

の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
で
は
、
各
簡
易

水
道
地
域
で
の
安
全
で
お
い
し
い

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
施

設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
集

落
型
下
水
道
の
建
設
と
設
置
施
設

の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
本
格
化
し
た
下
水

道
事
業
で
は
、
第
一
期
工
事
が
引

き
続
き
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　

水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
お
い

し
い
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
、
配
水
管
の
布
設
や
施
設
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発揮してみませんか

あなたの創造力

嘱託職員募集

市教育委員会

大野公民館嘱託職員

募集人員1人（採用予定日平成12年4月1日）

業務内容公民館事業に関する業務全般

受験資格昭和40年4月2日から昭和55年4月1日まで

　　

に生まれた人

試験日程2月27日⑧午前9時～市役所（作文試験・面

　　

接試験・健康診査）

申込受付期間2月1日（刄～21日⑧（当日消印有効）

申し込み方法市販の履歴書上部余白に「大野公民館嘱

　　

託職員受験」と朱書きし必要事項を記人の上、直接

　　

または郵送で提出

幼稚園嘱託職員

募集人員1人（採用予定日平成12年4月1日）

業務内容幼稚園児の教育・指導

受験資格幼稚園教諭免許取得者または平成12年3月末

　　

までに取得見込みの人・昭和40年4月2日から昭和

　　

55年4月1日までに生まれた人

試験日程2月27日⑥午前9時～市役所（作文試験・而

　　

接試験・健康診査）

申込受付期間2月1日低）～21日面（当日消印有効）

申し込み方法市販の履歴書上部余白に「幼稚園嘱託職

　　

員受験」と朱書きし必要事項を記入の上、直接また

　　

は郵送で提出

申し込み・問い合わせ先
〒912－8666大野市天神町1一1

市教育委員会庶務課（S66・1111内線511）



12月定例

「jl諦会

少
子
化
対
策
や
工
業
振
興
助
成
な
ど

』
磐
冒
に
1
億
貝
ら
詣
1
万
円
余
り
追
加

　

第
三
百
五
回
十
二
月
定
例
市
議

会
が
、
昨
年
の
十
二
月
八
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
「
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
案
」
な
ど
十
三
議
案
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
一
億
八
千
五
百
三
十

一
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
、
百
八
十
億
八
百
六
十
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同

期
と
比
べ
、
〇
・
四
％
の
増
で
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、
総
額
六

千
九
百
七
十
一
万
千
円
の
減
額
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や

福
祉
増
進
、
交
流
を
目
的
に
「
大

野
市
健
康
保
養
施
設
設
置
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
の
名

称
は
、
公
募
で
決
ま
っ
た
愛
称
の

「
あ
っ
宝
ん
ど
」
で
、
大
野
市
公

共
施
設
管
理
公
社
に
管
理
運
営
委

託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「あっ宝んど」完成予想図

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　

束
方
治
男
氏

　

十
二
月
定
例
市
議
会
の
最
終
日

に
、
任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員

の
選
任
と
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
共
に
四
年
で
す
。

監
査
委
員

　

幅
口
登

　
　

（
7
1
歳
・
上
打
波
）
再
任

教
育
委
員
会
委
員

　

東
方
治
男

　
　

（
6
0
歳
。
中
津
川
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

12月補正－般会計の主な事業

◆総務費

・大野・勝山地区広域行政事務組合負担金

　　

（介護保険認定審査会経費など増）……………14，183千円

◆民生費

・知的障害者施設措置事業（入所者数増）………11，400千円

・民間保育所運営費（制度改正と児童数増）……13，976千円

．少子化対策関連（保育所・児童センター関係）38，936千円

◆衛生費

・合併処理浄化槽設置整備事業補助（申請増）……7，317千円

●健康保養施設整備事業（施設備品）………………8，800千円

◆農林水産業費

・公社営畜産基地建設事業（計画変更）……△145，068千円

・県営土地改良事業負担金…………………………68，560千円

・亀山環境改善事業（スギ造林地の除間伐）………4，000千円

◆商工費

・工業振興助成金（誘致企業助成）………………69，932千円

◆土木費

●県営事業負担金……………………………………58，833千円

●除雪経費……………………………………………50，000千円

◆教育費

・小学校施設維持補修（有終南・東小学校）………5，000千円

●少子化対策関連（幼稚園・図書館関係など）……8，850千円

◆災害復旧費

・林道施設補助災害復旧事業（台風16号）………77，290千円

●公共土木施設災害復旧事業（年度変更）……△96，034千円

気
に
な
り
ま
す
介
護
保
険
制
度

，、l。。7

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
「
介
護
保
険
の
申
請
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
は
、
寝
た
き
り
や

痴
ほ
う
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活

で
介
護
が
必
要
な
場
合
に
、
各
種

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
市
役
所
へ
申
請
を
行
い
、
要

介
護
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

要
介
護
認
定
で
は
、
寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
が
必
要
な

状
態
か
ど
う
か
の
判
定
だ
け
で
な

く
、
介
護
の
必
要
な
程
度
（
要
介

護
度
）
も
判
定
し
ま
す
。
こ
の
要

介
護
度
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
量
が
決
ま
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

本
人
や
家
族
が
行
う
ほ
か
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
（
注
）
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
な
ど
の
介
護
保
険
施
設
で
も
代

行
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
今
年
の
四
月
か
ら

で
す
が
、
申
請
の
受
け
付
け
は
昨

年
十
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
受
け
付
け
は
随
時
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
「
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い
け
れ
ど
、
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
」
と
い
う
人
は
、
早

め
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
注
）
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

　

現
在
指
定
を
受
け
て
い
る
市
内

の
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

事業者名 住所 電話番号

一乗ハイツ
居宅介護支援事業所

牛ヶ原154一1一1 65・5719

聖和園居宅介護支援事業所 篠座74－12 66・1874

大野和光園
居宅介護支援事業所

篠座79一11 66・6660

きらきらケアプランセンタ－ 要町1一13 66．6090

さくら在宅介護支援事業所 本町5－13 69・7090

大野市社会福祉協議会指定
居宅介護支援事業所（予定）

天神町7－15 65・8773

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
7
8
）
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所得税
申告 早めに済ませましょう
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今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
け
付
け
は
、
い
ず
れ
も
二
月
十
六
日

水
に
始
ま
り
三
月
十
五
日
水
で
終
了
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

書
類
や
証
明
書
を
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

冲
声
R
税

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

同
時
に
行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申

告
日
時
や
会
場
な
ど
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
十
二
年
一
月
一
日
現
在
、

大
野
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た

人
ま
た
は
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

■
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
な
い
人
は
除
く

一
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人

　

退
職
金
は
、
勤
務
先
で
分
離
課

税
さ
れ
た
人
を
除
く

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

の
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

●
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

　

支
払
証
明
書
な
ど

●
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

’
S
J
I
L
．
脱

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
④
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど

で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
期
限
間

近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
ま
し
よ
う
。
申
告
書

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
や
年
金
受

給
者
の
還
付
申
告
は
、
二
月
一
日

ハ
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

一
平
成
十
一
年
分
の
事
業
所
得
、

　

不
動
産
所
得
な
ど
の
合
計
額
が

　

所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶

　

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の

　

合
計
額
を
超
え
る
人

■
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
と
年

　

金
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

　

を
し
て
い
な
い
人
②
給
与
の
年

　

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
③

　

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　

た
人
④
給
与
所
得
や
退
職
所
得

　

以
外
の
所
得
額
が
二
十
万
円
を

　

超
え
る
人

一
給
与
所
得
者
で
、
①
住
宅
を
ロ

　

ー
ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
②
多

　

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
③

　

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
④
年

　

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
な
ど

申
告
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
を
、
下
の
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
税
務
署
（
容
6
6
・
2
1
8

0
）

市県民税の申告日程表

月 日 曜日 会場

2
28 月

市役所別館第2会議室29 火

3

1 水

2 木
下庄公民館

3 金

6 月
（午前）庄林生活改善センター

（午後）南六呂師集落センター

7 火
乾側公民館

小山公民館

8 水 富田公民館

9 木
上庄公民館

10 金

13 月
（午前）蕨生集落センター

（午後）木本集落センター

14 火 阪谷公民館

15 水
（午前）市ふるさと自然の家

市役所別館第2会議室

受付時間

午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

　

当日、給与所得者や年金受給者の所得税

還付申告も受け付けます。

申告書自分で書いて

　　　

お早めに

所得税確定申告の相談日（土日は休み）受付時間：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

農業所得 営業・その他所得

相談会場 相談日 相談会場 相談日

JAテラル越前本所 2月21日⑥～25日唐） 大野税務署 2月16日毎～3月15日④

JAテラル越前上庄支所 2月16日④～18日② 大野市役所 2月28日⑥～3月1日④
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子育て

地
域
み
ん
な
の
力
で
応
援

　

平
成
十
年
、
当
市
で
は
I
二
百
二
十
五
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
寝
顔
や
笑
顔
、
仕
草
の
一
つ
一
つ
で
、

最
高
に
幸
せ
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
。
で
も

子
育
て
は
、
大
変
、
困
っ
た
、
助
け
て
と
思
う
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、
地
域
の
み
ん
な
が
、

力
強
く
、
そ
し
て
暖
か
く
子
育
て
を
応
援
し
ま
し
よ
う
。

発
達
は
マ
イ
ペ
ー
ス

　

寝
返
り
を
し
な
い
、
言
葉
が
遅

い
、
お
む
つ
が
取
れ
な
い
な
ど
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
子
供
は
、

昨
日
で
き
な
く
て
も
今
日
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
そ
の
子
と
比
べ
な
い
で
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
見
て
く
だ
さ
い
。
周
り

の
人
も
「
あ
ら
、
ま
だ
で
き
な
い

の
？
」
な
ど
と
、
親
を
落
ち
込
ま

せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

友
達
と
仲
良
く
遊
べ
る
ま
で

　

子
供
同
士
の
ケ
ン
カ
は
親
の
悩

み
の
種
。
で
も
子
供
は
、
ケ
ン
カ

を
し
て
ま
た
仲
直
り
を
す
る
な
ど

の
経
験
か
ら
、
相
手
の
気
持
ち
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
テ
レ

ビ
な
ど
の
つ
く
ら
れ
た
世
界
で
は

体
験
で
き
な
い
、
本
当
の
生
き
か

体
験
で
す
。
あ
わ
て
て
大
人
が
割

り
込
ま
ず
に
、
危
険
の
な
い
範
開

で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
親
子
で
の
集
ま
り
が
、

い
ろ
い
ろ
開
か
れ
て
い
ま
す
。
子

供
だ
け
で
な
く
、
親
自
身
の
仲
間

づ
く
り
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て

利
用
し
て
は
ど
う
で
し
よ
う
か
。

ま
た
、
公
園
な
ど
で
遊
び
の
輪
に

入
れ
な
い
親
子
が
い
た
ら
、
声
を

か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

し
か
る
・
ほ
め
る
バ
ラ
ン
ス

　
　

「
い
じ
め
る
、
た
た
く
、
傷
つ

け
る
」
な
ど
の
、
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
き
ち
ん
と
教
え
ま
し
よ

う
。
未
熟
な
た
め
ま
だ
で
き
な
い

こ
と
を
し
か
る
こ
と
は
、
避
け
ま

し
ょ
う
。
子
供
の
言
い
分
も
聞
い

て
く
だ
さ
い
。

　

褒
め
る
と
き
は
、
で
き
た
と
い

う
結
果
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
過
程
を
褒
め

ま
し
ょ
う
。

　

子
供
を
ひ
ど
く
怒
鳴
っ
た
り
、

た
た
い
た
り
す
る
親
が
い
る
と
い

い
ま
す
。
何
か
訳
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
、
周
囲
に
聞
き
役
が
一
人
で

も
い
れ
ば
、
幼
児
虐
待
の
悲
劇
は

避
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
互
い
様
の
気
持
ち
で

　

人
に
と
っ
て
一
番
つ
ら
い
こ
と

は
、
孤
立
感
や
孤
独
感
で
す
。
核

家
族
化
の
進
む
現
代
、
親
だ
け
で

の
子
育
て
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
と
き
「
お

互
い
様
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
頼

り
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
勇
気
を

出
し
て
周
り
の
人
も
子
育
て
に
巻

き
込
み
、
助
け
て
く
れ
る
人
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
み
な
さ

ん
も
、
親
子
が
伸
び
伸
び
育
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
好
意
あ
る
声
か

け
や
手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

ちよつと気になる栄養の話

　　

「子供のおやつ」は食事の一部だと考えて

ください。子供は、胃が小さいので一度にた

くさんの量を食べることができませんが、体

をよく動かすので、すぐにおなかがすきます。

保育園や幼稚園、学校から帰宅した子供たち

がおなかをすかしているのも当然です。つい

つい夕食前に甘いジュースやスナック菓子な

どを食べて夕食が食べられない、ということ

に…。お菓子などを食べると、血液中の血糖

値が上がり、30分位で満腹感を感じます。特

に砂糖は吸収が良く、量が少なくても「おな

かがいっぱいで、もう食べられない」状態に

なっているからです。夕食前に甘いものや油

ものを食べるのは控えましょう。どうしても

おなかがすいて我慢できないときは、せんべ

いや牛乳、果物など甘味の少ないものや季節

感を味わえるものを少し食べて、後の夕食を

しっかり食べるようにしましょう。

皆さんの傭畔づぐり斉彿椚卜よます・倶傭センター （365・7333）



暮
ら
し
の

ア
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パ
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／
゛
”
、
f
、
L

気をつけよう

低温やけど

　

寒
い
日
が
続
き
、
暖
房
器
具
が
大
活
躍
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
温
度
が
調
整
で
き
る
臆
房
器
具
も
多
く
、
穏
や

か
で
心
地
よ
い
暖
か
さ
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
暖
房
器
具
の
使
用
中
、

熱
い
と
は
感
じ
な
い
や
け
ど
（
低
温
や
け
ど
）
に
な
っ
た

事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
は
深
刻

　

触
っ
て
い
る
と
暖
か
く
て
気
持

ち
よ
く
感
じ
る
六
〇
度
程
度
の
温

度
で
も
、
一
分
以
上
圧
迫
し
た
状

態
に
し
て
お
く
と
、
や
け
ど
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
低
温
や
け
ど
」
で
、
熱
い
と
い

う
自
覚
が
な
い
低
温
で
起
こ
る
や

け
ど
で
す
。

　

皮
膚
の
表
面
に
は
そ
れ
ほ
ど
目

立
っ
た
症
状
が
見
え
な
く
て
も
、

内
部
は
壊
死
（
え
し
）
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
厄
介
な
や
け

ど
で
す
。
「
低
温
の
お
湯
で
も
卵

を
長
時
間
入
れ
て
お
く
と
、
ゆ
で

卵
に
な
る
」
と
い
っ
た
現
象
が
、

皮
膚
の
内
部
で
起
こ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
軟

膏
な
ど
の
薬
で
は
治
療
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
と
き
に
は
、
皮
膚

の
移
植
手
術
な
ど
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
症
状
は
と
て
も
深

刻
で
す
。

こ
ん
な
と
き
に

　

電
気
あ
ん
か
や
湯
た
ん
ぽ
、
電

気
毛
布
な
ど
を
睡
眠
中
に
使
用
し

て
い
て
、
気
づ
か
ず
に
「
低
温
や

け
ど
」
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
「
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
の
そ
ば
で
寝
て
し
ま
っ
て
」

や
「
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
赤

ち
ゃ
ん
を
寝
か
し
て
い
て
」
な
ど

で
、
や
け
ど
を
す
る
ケ
ー
ス
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
も
張

り
付
け
タ
イ
プ
な
ど
で
使
い
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
靴
用
の

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を
付
け
て
外
出

し
て
い
る
う
ち
に
」
や
「
ト
イ
レ

の
保
温
便
座
で
」
な
ど
、
意
外
な

と
こ
ろ
で
や
け
ど
を
し
た
と
い
う

例
も
あ
る
そ
う
で
す
（
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
調
査
）
。

　

や
け
ど
を
し
た
人
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
と
未
成
年
者
が

多
く
、
や
け
ど
し
た
個
所
は
足
・

腰
・
瞥
部
（
お
尻
）
な
ど
の
下
半

身
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

防
ぐ
た
め
に
は

①
暖
房
器
具
や
商
品
の
取
扱
説
明

　

書
・
注
意
表
示
を
よ
く
読
み
、

　

使
用
時
間
や
使
用
温
度
を
守
り

　

ま
し
よ
う
。

②
低
温
で
も
長
時
間
、
体
の
同
じ

　

部
分
を
圧
迫
し
て
暖
め
る
の
は

　

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
圧
迫
し
な

　

い
方
法
や
部
位
を
頻
繁
に
変
え

　

る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
睡
眠
中
は
暖
房
器
具
の
使
用
を

　

控
え
る
か
、
「
低
」
温
度
設
定

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を
使
用

　

す
る
と
き
は
、
長
時
間
一
ヵ
所

　

に
固
定
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

よ
う
。
ま
た
、
睡
眠
中
の
使
用

　

は
控
え
ま
し
よ
う
。

⑤
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
使
用
し
て

　

寝
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
乗
っ
て
す

　

ぐ
に
暖
か
い
と
感
じ
る
よ
う
で

　

は
、
温
度
が
高
す
ぎ
ま
す
。
膝

　

掛
け
や
毛
布
と
併
用
す
る
こ
と

　

で
、
低
温
の
設
定
で
も
十
分
な

　

暖
か
さ
が
得
ら
れ
ま
す
。

⑥
ど
ん
な
も
の
で
も
熱
く
感
じ
る

　

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
使

　

用
を
止
め
ま
し
よ
う
。

⑦
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
自
分
で
温

　

度
調
整
が
で
き
な
い
人
が
い
る

　

場
合
、
暖
房
器
具
を
使
用
時
に

　

は
、
周
り
の
人
が
温
度
の
調
整

　

に
気
を
配
り
ま
し
よ
う
。

変
だ
な
と
感
じ
た
ら

　
　

「
低
温
や
け
ど
」
は
、
普
通
の

や
け
ど
の
よ
う
に
水
で
冷
や
し
て

も
あ
ま
り
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

見
た
目
で
は
判
断
し
に
く
く
、
重

傷
の
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

「
変
だ
な
」
と
感
じ
た
と
き
は

早
め
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け
ま

し
よ
う
。

消費生活に関するご相談は顔者相談センターへ豊66・1111内線464（U。l）
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遍二………

ノ

加

卜べ卜…………，゛
lじで

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

し
ソ
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　　　

願いを込めて

（越前こぶし組小判つり）

＜るー・39登場 六呂師レーシング・
ジュニアスキークラブ

競
技
を
通
じ
て
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を

　

六
呂
師
レ
ー
シ
ン
グ
。
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
前

は
、
ス
キ
ー
の
愛
好
者
で
結
成
す

る
六
呂
師
レ
ー
シ
ン
グ
ー
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
練
習
し
て
い
た

の
で
す
が
、
子
供
た
ち
の
人
数
が

多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ニ

ア
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
小
学
二
年
生
か
ら
五
年
生

の
十
四
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
拠
点
は
六
呂
師
ス
キ
ー
場

で
土
曜
日
や
日
曜
日
、
ナ
イ
タ
ー

を
利
用
し
て
練
習
。
県
内
各
地
で

行
わ
れ
る
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
ス
キ

ー
大
会
に
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
　

「
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
、
た
く

さ
ん
の
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
始
め
ま
し
た
。
練
習
で

は
、
基
本
的
な
こ
と
を
中
心
に
教

え
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
は
ま
だ
苦

手
と
い
う
子
も
、
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
る
こ
ろ
に
は
ス
イ
ス
イ
滑
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
何
度

も
滑
っ
て
ス
キ
ー
に
匿
れ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ア
ル
ペ

ン
競
技
を
始
め
る
こ
と

で
、
よ
り
上
手
に
滑
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
練
習
の
時
は
、

危
険
防
止
の
た
め
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま

す
。
大
野
は
ス
キ
ー
を

す
る
に
は
恵
ま
れ
た
環

境
で
す
。
子
供
た
ち
が

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
、
大
き
く
な
っ
て

も
続
け
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
監

督
の
風
林
範
昭
さ
ん
。

子
供
た
ち
も
「
毎
年
、

雪
が
降
る
の
が
待
ち
遠

し
い
。
う
ま
く
滑
れ
る

よ
う
に
な
る
と
タ
イ
ム

に
現
れ
て
く
る
か
ら
面

白
い
」
と
楽
し
く
て
し
よ
う
が
な

い
と
い
っ
た
様
子
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
事
務
局
の
あ
る
阪
谷
公
民

館
（
豊
6
7
・
1
1
1
1
）
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
寺
子
屋
式

　
　

古
文
書
手
習
い
』

　

歴
史
を
楽
し
く
学
ぶ
方
法
と
し

て
、
本
や
講
演
会
の
ほ
か
に
古
文

書
を
解
読
す
る
と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
古
文
書
の
原
文

を
す
ら
す
ら
と
読
む
の
は
、
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
古

文
書
を
読
む
た
め
の
足
が
か
り
と

し
て
、
こ
の
本
を
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

最
初
は
、
明
治
時
代
の
広
告
文

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
品
物

飽
く
ま
で
上
等
示
し
て
・
：
』
く
ず

し
字
も
な
く
総
ル
ビ
付
き
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
調
子
な

ら
読
め
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
気
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
次
は
明
治
時
代
の
国
語
の
教

科
書
で
す
。
『
小
学
読
本
』
『
和

文
読
本
』
『
草
双
紙
』
を
題
材

に
、
よ
く
使
わ
れ
る
変
体
仮
名
や

決
ま
り
文
句
が
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
漢
字

や
く
ず
し
字
の
混
ざ
っ
た
古
文
へ

と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

寺
子
屋
に
通
っ
た
子
供
た
ち

も
、
同
じ
よ
う
な
手
順
で
学
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

古
文
書
を
読
む
楽
し
み
は
、
文

字
を
読
む
楽
し
み
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
時
代
の
様
子
や
物
の
考
え
方

ま
で
を
読
み
と
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

寺子屋式古文書手習い

　

吉田豊著柏書房刊
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私⑤紐七言ミ了

ご
み
を
減
ら
す
講
座
を
地
区
ご
と
に
開
い
て

【
剔
一

　

テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
ご
み
を
出
さ
な
い

工
夫
を
し
て
い
る
ス

I
パ
ー
や
、
ご
み
を
少
な
く
す
る

買
い
物
の
方
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
市
役
所
で
も
ご
み

を
出
さ
な
い
工
夫
の
講
座
な
ど
を

地
区
ご
と
に
開
催
し
て
も
ら
え
な

い
で
し
ょ
う
か
。
（
開
成
保
育
園

保
護
者
）

M
I

　

平
成
九
年
度
か
ら
、

市
教
育
委
員
会
で

「
わ
く
湧
く
お
届
け

講
座
」
と
題
し
た
出
張
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
団
体

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
要
望
に
応
じ

て
、
市
の
職
員
を
講
師
と
し
て
派

遣
す
る
制
度
で
す
。
職
員
が
持
つ

専
門
知
識
を
生
か
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
学
習
を
お
手
伝
い
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
身

近
な
問
題
か
ら
市
の
総
合
計
画
の

話
な
ど
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、
そ
の
中
に
廃
棄
物
や
環
境
関

係
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。
近

年
、
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ

プ
さ
れ
る
中
で
、
小
中
学
校
、
町

内
会
、
婦
人
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
担

当
職
員
が
伺
っ
て
い
ま
す
。
「
わ

く
湧
く
お
届
け
講
座
」
へ
申
し
込

み
が
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て

市
内
に
在
住
、
勤
務
、
在
学
し
て

い
る
十
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
す
。
講
師

料
な
ど
は
一
切
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、

講
座
に
よ
っ
て
は
必
要
な
材
料
を

用
意
し
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
方
法

は
、
団
体
な
ど
の
代
表
者
が
、
開

催
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
日
前
ま

で
に
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
所
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
各
地
区

の
公
民
館
、
市
役
所
総
合
案
内
、

市
教
育
委
員
会
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
話
に
限
ら
ず
、
皆
さ
ん

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

S・為，咄球・

み
ん
な
に
届
け
こ
の
歌
声

奥
村
m
子
さ
ん
（
こ
ト
歳
中
核
）

　

奥
村
涼
子
さ
ん
は
「
V
I
R
G

I
N
L
O
V
E
」
（
バ
ー
ジ
ン

ラ
ブ
）
と
い
う
バ
ン
ド
で
ボ
ー
カ

ル
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
十
一
年

の
六
月
に
〃
「
e
」
～
e
t
e
r

n
・
l
t
y
～
と
い
う
曲
で
C
D

デ
ビ
ュ
ー
。
九
月
か
ら
宝
石
店
の

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
と

し
て
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
成
人
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

出
演
し
ま
し
た
。

　
　

「
最
初
に
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
の

は
高
校
二
年
生
の
と
き
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
友
達
と
演
奏
し
て
い

る
だ
け
で
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

高
校
三
年
生
の
冬
に
バ
ン
ド
が
解

散
す
る
と
決
ま
っ
た
と
き
、
私
は

こ
れ
か
ら
も
歌
い
続
け
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
東
京
に
出
て
ボ
ー
カ

ル
ス
ク
ー
ル
に
通
お
う
と
思
っ
た

り
、
実
際
に
大
手
レ
コ
ー
ド
会
社

の
ボ
ー
カ
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

受
け
た
り
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以

上
わ
が
ま
ま
も
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
と
考
え
、
就
職
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
奥
村
さ
ん
。

　
　

「
ど
こ
に
い
て
も
歌
う
こ
と
は

出
来
る
。
そ
う
思
っ
て
地
元
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
高
校
生
の

と
き
M
I
X
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

し
て
知
り
合
っ
た
人
が
、
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
の
話
を
持
っ
て
き

て
く
れ
て
、
C
D
デ
ビ
ュ
ー
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
声

が
有
線
放
送
や
テ
レ
ビ
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ど
ん
ど
ん
曲
を
増
や
し
て
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　

養
成
講
座
開
催

　
　
　
　
　
　
　

市
観
光
協
会

　

市
観
光
協
会
で
は
、
自
分
た
ち

の
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
知

識
を
深
め
る
た
め
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
市
民
総
ガ
イ
ド

と
い
う
考
え
か
ら
、
市
内
外
の
人

た
ち
に
当
市
の
歴
史
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
紹
介
で
き
る
知
識
を
、
一

人
ひ
と
り
に
持
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。
受
講
後
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
3
月
2
日
、
9
日
、
1
6
日
、

　

2
3
日
、
3
0
日

　

い
ず
れ
も
木
曜
日
午
後
7
時
～

場
所
平
成
大
野
屋

定
員
先
着
4
0
人

参
加
料
無
料

そ
の
他
3
月
2
0
日
⑥
、
2
6
日
⑨

　

に
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
実
地

　

研
修
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

観
光
協
会
（
容
6
5
・
5
5
2
1
）



かんじきに大喜び

　

1月5日～7日にかけてIOΛSIS協会］の

「WINTERカントリースクール」が開かれまし

た。参加した小学生は冬ならではの野外体験を楽し

んでいました。

自主制作映画第2弾完成

　

12月23日「歩っ歩（ぽっぽ）の会」が自主制作し

た映画「MaybcTOmor「（工）w」の上映会

が開かれました。映画を見終わった会場から、さか

んな拍手がわき起こると、関係者らは満足そうな笑

みを浮かべていました。

自分たちで打ちまし庖

　

阪谷小学校で、児童らが栽培したそば粉を使

って、手打ちそば作りが行われました。そばは

その日の給食で試食、笑顔で味わっていました。
プロの技、直伝

　

12月27日、大野市出身のプロ野球選手、正

津英志投手の少年野球教室が有終会館で行わ

れました。参加したチビデfらは顔を輝かせ

ながら熱心に指導を受けていました。

もうすぐ作品集もできます

　

物やお金の大切さをテーマに、小学校4～6年生

から募集した貯蓄生活文の入賞表彰式が、昨年の11

月に有終会館で行われました。優秀作品を集めた作

品集が、3月上旬に学校や公民館、図書館などへ配

布されます。皆さんぜひご覧ください。下・水道審議会が胎動

　

下水道使用料金案などを策定する公共

下水道事業審議会が発足し、今春の答申

を目指して論議が始まりました。

話詣回佐場
秘書広報課広報広聴係雲66・1111



話遇回也場

熱演にさがんな拍手

　

12月12日に「やまびこコンサート」が、19日に

は「MIXロックコンサート」が文化会館で行わ

れました。出演者らの熱のこもった演奏に、会場

からはさかんな拍手がわき起こっていました。

インターネットの呼びがけで

　

市のホームページにある掲示板での「みんなで新年を迎え

よう」という呼びかけをきっかけに、弥生公園で雪だるま作

りが行われました。大晦日の午後9時ころから約20人が集ま

り、51個の雪だるまを完成。花火で新年を祝いました。

グ／し一プホーム講演会

　

12月10日、介護のひとつの在り方「グルー

プホーム」の講演会が行われました。「グル

ープホーム」とは共同生活でお互いを支え合

おうというもので、参加した人たちは熱心に

聞いていました。

半世紀の歩みを実感

　

大野織物工業協同組合の設立50周年記念式典が

1月12日、有終会館で行われました。集まった関

係者らは、これまでの歩みを振り返りながら、今

後の発展を誓い合いました。

冬至南京で園邪予防

　

12月20日、開成中学校の給食で「冬至南京」

が出され、生徒たちが昔ながらの素朴な味を

楽しみました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

月2

恐竜エキスポ

ふくい2000

和
菓
子
作
り
教
室

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

家
庭
で
は
な
か
な
か
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
な
い
和
菓
子
。
プ
ロ
に
習

っ
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
7
日
囚
、
1
4
日
吉

　

午
後
7
時
～
（
1
回
の
み
も
可
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
山
内
浩
一
さ
ん

受
講
料
1
回
、
1
0
0
0
円

定
員
1
5
人

準
備
物
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
。

　

7
2
2
1
）

生
活
設
計
の
学
習

　

地
域
や
団
体
を
募
集

市
貯
蓄
推
進
委
員
会

　

市
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
は
、
合

理
的
な
生
活
設
計
な
ど
を
学
習
す

る
地
域
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
期
間
は
生
活
設
計
普
及
地

区
や
団
体
に
指
定
を
受
け
た
日
か

ら
、
翌
年
の
3
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

　

対
象
は
地
区
や
団
体
な
ど
5
～

3
0
人
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
内
市
貯
蓄

　

推
進
委
員
会
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
6
3
）

県
民
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル

県
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

あ
ま
り
に
も
身
近
で
気
づ
か
な

い
こ
と
の
多
い
、
日
常
生
活
に
あ

る
デ
ザ
イ
ン
。
身
の
回
り
に
あ
る

デ
ザ
イ
ン
が
、
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
て
い
る
か
を
楽
し
み
な
が
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
。
内
容

3
月
2
日
④
「
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
の

　

い
ま
と
こ
れ
か
ら
」

3
月
1
0
日
②
「
生
活
デ
ザ
イ
ン
を

　

楽
し
む
」

3
月
1
6
日
囚
「
暮
ら
し
の
イ
ン
テ

　

リ
ア
レ
ッ
ス
ン
」

　

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

場
所
有
終
会
館

受
講
料
無
料

定
員
各
講
座
と
も
先
着
3
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
0
7

7
0
D
・
5
5
・
1
7
（
ま
D
a
‥
）
）

物
価
や
消
費
者
問
題
の

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

市
役
所
生
活
環
境
課

　

県
で
は
物
価
問
題
や
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
、
意
見
や
情
報
の
提

供
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
す
る
の
は
、
経
済

企
画
庁
物
価
モ
ニ
タ
ー
と
県
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
で
す
。
募
集
人
員

な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間
2
月
1
5
日
囚
ま
で

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

　

3
）

一
第
8
回
市
民
綱
引
大
会

市
綱
引
協
会

日
時
3
月
5
日
⑧
午
前
8
時
1
5

　

分
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
内
に
在
住
か
勤
務

　

し
て
い
る
1
6
歳
以
上
の
人
（
高

　

校
生
は
除
く
）

競
技
種
目
男
子
の
部
．
女
子
の

　

部
・
男
女
混
合
の
部

チ
ー
ム
編
成
1
2
人
以
内

参
加
料
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

そ
の
他
現
役
綱
引
き
経
験
者
は

　

I
チ
ー
ム
2
人
ま
で

申
込
締
切
日
2
月
2
4
日
囚

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
綱
引
協
会
事
務
局
金
森

　

幸
治
さ
ん
（
中
野
町
I
T
目
I

　

1
1
5
豊
6
6
・
3
6
9
1
）

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

市
公
共
施
設
管
理
公
社

　

親
子
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
2
月
2
9
日
収
・
3
月
2
日

　

④
、
6
日
⑥
午
後
7
時
3
0
分
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
小
学
生
親
子
（
家
族

　

で
の
参
加
も
可
）

参
加
料
無
料

定
員
2
0
組
程
度

内
容
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ユ
ニ

　

ホ
ッ
ク
ー
ジ
ム
ニ
ッ
ク
ボ
ー
ル

　

な
ど
）

準
備
物
上
履
き
・
着
替
え
な
ど

申
込
締
切
日
2
月
2
2
日
収

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1

　

4
3
3
）

交通
安全

聶
び

雪
道
を
歩
く
ポ
イ
ン
ト

　

雪
が
降
る
と
、
歩
道
が
通
れ

な
く
な
り
、
歩
行
者
は
車
道
を

歩
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

除
雪
で
雪
が
積
ま
れ
た
車
道
は
、

夏
場
よ
り
も
幅
が
狭
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

　

特
に
歩
行
者
、
運
転
者
が
お

互
い
に
見
え
に
く
い
交
差
点
な

ど
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
荷
物
は
背
中
に
背
負
う
な
ど

　

歩
き
や
す
い
方
法
を
選
び
ま

　

し
よ
う

・
右
側
の
端
を
歩
き
、
通
行
す

　

る
車
に
注
意
し
ま
し
よ
う

●
早
朝
や
夕
方
、
夜
間
、
雪
の

　

日
な
ど
視
界
が
悪
い
と
き
は
、

　

明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材

　

を
身
に
付
け
る
な
ど
、
運
転

　

者
か
ら
見
え
や
す
い
工
夫
を

　

し
ま
し
よ
う

●
夜
間
や
日
暮
れ
ど
き
な
ど
に

　

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

　

な
る
べ
く
明
る
い
と
こ
ろ
を

　

選
び
、
左
右
の
安
全
を
よ
く

　

確
認
し
て
か
ら
横
断
し
ま
し

　

よ
’
つ

●
雪
が
積
も
っ
た
路
面
は
、
滑

　

り
や
す
く
な
り
、
車
も
止
ま

　

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

車
と
の
距
離
を
十
分
に
確
認

　

し
慌
て
な
い
で
、
ゆ
っ
く
り

　

歩
き
ま
し
よ
う



●INFORMATION

市
税
は
□
座
振
替
で

市
役
所
税
務
理

　

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
、
納
期
の
た
び
に
納
め

に
出
か
け
る
必
要
も
な
く
、
指
定

さ
れ
た
日
座
か
ら
税
額
を
振
り
替

え
で
き
る
便
利
な
制
度
で
す
。

　

金
融
機
関
な
ど
に
備
え
付
け
て

あ
る
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
〈
口
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
申
込
書
に
必
ず
組

合
長
の
確
認
印
を
も
ら
つ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

　

収
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
2
2
）

－
子
育
で
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
つ

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

で
親
子
の
交
流
を
深
め
る
「
子
育

て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
3
月
5
日
2
午
前
9
時
～

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
身
体
測
定
を
希
望
す
る

　

場
合
は
母
子
手
帳
を
持
参

申
込
締
切
日
3
月
3
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

一
日
赤
講
習
会

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

市
役
所
福
祉
課

日
時
2
月
1
5
日
囚
～
1
7
日
2

　

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所
市
役
所
中
会
議
室

対
象
3
日
間
通
し
て
参
加
で
き

　

る
人

受
講
料
3
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
）

定
員
先
着
3
0
人

申
込
期
限
2
月
1
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
2
）

「
N
T
T
窓
□

閉
店
の
お
知
ら
せ

N
T
T
西
日
本

　

N
T
T
西
日
本
大
野
支
店
が
2

月
2
5
日
を
最
後
に
窓
口
を
閉
店
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

閉
店
後
の
電
話
に
関
す
る
注

文
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
局
番

な
し
の
「
1
1
6
番
」
で
受
け
付

け
ま
す
。
電
話
料
金
の
支
払
い
な

ど
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご存じですか？

｜哨

　

身体障害者手帳の交付を受けている人で、重い障害の

ため投票所へ行けない人は、在宅のまま郵便で投票する

ことができます。（ただし、自分で文字の書ける人に限

ります）

　

この場合、あらかじめ郵便投票証明書の交付を受ける

必要があります。この証明書の有効期限は7年間となっ

ていますので、希望する人は早めに郵便投票証明書の交

付を申請することをお勧め

します。

問い合わせ先

市撰挙管理香昌会

（豊66・1111

内線361）

健康ブくりのお手伝い
してみませんが

嘱託職員・パートタイム職員募集

　　

（財）大野市公共施設管理公社では、嘱託職員と、

今春オープン予定の市健康保養施設「あっ宝んど」

のパートタイム職員を募集します。

嘱託職員
募集人員1人（採用予定日平成12年4月1日）

業務内容公共施設の管理・運営に関する業務全般

勤務体制1日8時間で、月17日勤務

受験資格昭和14年4月2日以降に生まれた人

試験日程書類選考の上、別に面接試験日程を通知

申込受付期間2月4日庚）～21日2（当日消印有効）

申し込み方法市販の履歴書上部余白に「管理公社嘱

　　

託職員受験」と朱書きし、必要事項を記入の上、

　　

健康診断書と作文を添えて直接または郵送で提出

作文テーマ「大野市の公共施設を利用して思うこと」

　　

市販の400字詰め縦書き原稿用紙2枚以内で

パートタイム職員

募集人員7人（採用予定日平成12年4月1日）

業務内容市健康保養施設「あっ宝んど」のフロント

　　

またはフロアー業務

勤務体制1日6時間の2交代制（8：30～15：15、

　　

15：15～22：00）で、週5日勤務

受験資格昭和19年4月2日以降に生まれた人

試験日程2月27日2午前9時～有終会館（面接試験）

申込受付期間2月3日2～16日2（当日消印有効）

申し込み方法市販の履歴書上部余白に「管理公社パ

　　

ート職員受験」と朱書きし、必要事項を記人の上、

　　

健康診断書を添えて直接または郵送で提出

申し込み・問い合わせ先 〒q19－∩∩只∠1十野市石袖町1―IQ

有終会館内（財）大野市公共施設管理公社事務局（豊65・8766）



″

」
’

6i

五
六
豪
雪
の
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

　
　
　
　

中
村
正
男
さ
ん
（
本
町
）

　

本
町
の
中
村
正
男
さ
ん
（
五
十
九
歳
）
の

宝
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
十
二
月
二
十
七
日

か
ら
雪
が
降
り
続
き
、
多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
、
五
六
豪
雪
の
模
様
を
収
め
た
八
ミ

リ
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
で
す
。
こ
の
映
画
は

「
白
い
悪
魔
」
と
い
う
十
二
分
三
十
秒
の
作

品
で
、
第
八
回
エ
ル
モ
ハ
ミ
リ
コ
ン
テ
ス
ト

の
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

「
昭
和
四
十
五
年
こ
ろ
に
、
子
供
の
成
長

を
映
像
に
収
め
よ
う
と
、
近
所
の
カ
メ
ラ
屋

さ
ん
か
ら
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
を
借
り
ま
し
た
。

最
初
は
子
供
の
よ
い
記
録
に
な
れ
ば
と
、
映

し
て
い
る
だ
け
で
し
た
が
、
福
井
市
の
八
ミ

リ
愛
好
会
が
、
フ
ィ
ル
ム
を
編
集
し
タ
イ
ト

ル
を
入
れ
た
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

自
分
も
八
ミ
リ
で
作
品
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
き

っ
か
け
て
、
昭
和
五
十
一
年
に
〃
大
野
八
ミ

リ
愛
好
会
’
を
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
〃
大

野
シ
ネ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
中
村
さ
ん
。

　
　

「
最
初
は
豪
雪
の
記
録
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
映
し
て
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
が
ス
コ
ッ
プ

で
雪
か
き
し
て
い
る
様
子
や
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

な
ど
を
使
っ
て
の
大
掛
か
り
な
除
雪
作
業
。

ま
た
、
二
階
の
高
さ
ま
で
あ
る
雪
の
上
を
通

学
す
る
子
供
た
ち
の
姿
な
ど
、
い
ろ
ん
な
場

面
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
の
応
募
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
、
豪
雪
の

映
像
を
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

編
集
当
時
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
場
面
を
映

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
が
。

こ
う
し
て
あ
ら
た
め
て
見
る
と
豪
雪
の
様
子

が
よ
く
分
か
る
作
品
に
仕
上
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
最
近
は
、
ず
い
ぷ
ん
と
雪
の
量

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
映
像
を
見

る
た
び
に
大
野
は
豪
雪
地
帯
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
す
る
ん
で
す
よ
」
と
映
画
を
見
な
が

ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11，722獣帯 △13世帯

人口 40．776人 △17人

内訳
男 19．524人 △5人

女 21．252人 △12人

12月中の異動
転入 32人 出生 27人

転出 44人 死亡 32人

市内の交通事故状況（9ヵ、6．お）

件数内訳
平成口年

12月末

平成10年

12月末
比較

総件数 654件 530件 124件

人

身
事

故

件数 198件 191件 7件

死者 3人 2人 I人

傷者 242人 251人 △9人

物損事故 456件 339件 目7件

表
紙
の
こ
と
ば

　

一
月
六
日
、
暦
の
上
で
は
寒

の
入
り
を
告
げ
る
「
小
寒
」
。

市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
剣
道
場

で
、
市
剣
道
連
盟
の
寒
げ
い
こ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
七
時

三
十
分
、
少
年
や
会
員
の
人
た

ち
が
防
具
を
付
け
る
と
、
寒
々

と
し
た
道
場
に
緊
張
感
が
。
熱

の
人
つ
た
け
い
こ
で
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

Y
2
K
問
題
に
び
く
び
く
し
な

が
ら
雪
だ
る
ま
に
囲
ま
れ
て
迎
え

た
二
〇
〇
〇
年
。
九
日
に
行
わ
れ

た
成
人
式
で
は
、
携
帯
電
話
片
手

の
晴
れ
着
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
例
年
と
は
違
う
連
休
の
日
程

に
、
遠
く
仙
台
か
ら
参
加
し
た
人

も
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
あ
ち
こ

ち
か
ら
歓
声
が
上
か
っ
て
い
ま
し

た
。
（
養
）

1民見1弓・

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
誤

作
動
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

も
大
過
無
く
二
〇
〇
〇

年
の
元
旦
。
空
は
白
い

雲
を
浮
か
べ
て
ひ
と
き

わ
さ
え
渡
り
、
初
も
う

で
の
人
も
多
く
、
足
ど
り
も
軽
や
か
だ
っ
た
▼

二
月
四
日
は
立
春
、
前
日
の
節
分
に
豆
を
ま
き

　

”
鬼
は
ら
い
″
の
行
事
を
す
る
社
寺
が
あ
る
。

昭
和
の
こ
ろ
は
、
町
内
あ
ち
こ
ち
の
家
で
豆
ま

き
が
行
わ
れ
た
。
子
供
た
ち
は
家
か
ら
家
へ
と

回
っ
て
、
い
り
豆
を
菓
子
袋
い
っ
ぱ
い
に
拾
っ

た
。
自
分
の
年
齢
の
数
だ
け
食
べ
て
、
残
り
は

翌
日
か
ら
の
お
や
つ
に
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
節

を
付
け
て
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
勢
い
よ
く

豆
を
ま
く
お
じ
さ
ん
は
、
子
供
た
ち
の
人
気
者

だ
っ
た
▼
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
悪
魔
や
病
魔

が
横
行
す
る
と
考
え
ら
れ
、
難
を
避
け
る
た
め

に
。
魔
除
け
の
札
を
張
っ
た
り
、
ヒ
イ
ラ
ギ

の
枝
を
門
口
に
挿
し
た
り
す
る
地
方
、
豆
の
焦

げ
具
合
で
一
年
の
吉
凶
を
占
う
地
方
も
あ
る
▼

近
所
の
幼
児
に
「
鬼
は
ど
こ
に
い
る
の
」
と
聞

か
れ
、
お
と
ぎ
話
を
す
る
と
「
赤
ち
ゃ
ん
が
桃

か
ら
生
ま
れ
る
な
ん
て
変
な
の
」
「
こ
ぶ
を
取

ら
れ
た
お
じ
い
さ
ん
は
血
が
出
な
か
っ
た
の
」

「
雷
さ
ん
に
お
へ
そ
を
取
ら
れ
た
の
は
ど
こ
の

子
な
の
」
な
ど
、
い
た
っ
て
現
実
的
。
そ
れ
で

も
〃
大
江
山
の
鬼
退
治
″
に
は
「
す
っ
げ
え
な

あ
」
と
言
う
。
鬼
が
切
り
取
ら
れ
た
腕
を
奪
い

返
し
に
来
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
、
身
ぶ
り
手

振
り
で
語
る
と
体
を
乗
り
出
し
て
く
る
▼
こ
の

子
供
た
ち
も
や
が
て
人
間
世
界
の
鬼
に
出
会
う

年
頃
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
出
会

い
が
少
な
い
二
十
一
世
紀
で
あ
る
よ
う
、
鬼
を

追
い
払
い
た
い
節
分
「
福
は
内
」
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
‐
1
1
）
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